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梗
概 

 

生
命
が
誕
生
す
る
前
の
地
球
。 

 
大
自
然
が
猛
威
を
振
る
い
、
雷
鳴
が
轟
き
、
竜
巻
が

相
次
ぎ
、
巨
大
な
雹
が
降
り
注
ぎ
、
火
山
は
噴
火
し
、

地
震
と
津
波
が
押
し
寄
せ
る
。 

 

と
ど
め
に
隕
石
が
落
下
し
、
地
球
は
爆
発
す
る
。 

           



登
場
人
物 

 

な
し 
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○
テ
ロ
ッ
プ 

 
 

「4
.6

 b
illio

n
 y

e
a

rs
 B

C

」 

 

○
大
地 

 
 

ギ
ラ

つ
い
た
太
陽
が
降
り

注
い
で
い
る
。 

 
岩
と

石
だ
け
の

広
大
な
大
地
が
ど
こ
ま
で
も

続

い
て
い
る
。 

  
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

 

雲
が

太
陽
を
覆

い
、
暗
闇

が
訪
れ
る
。 

 
 

や
が
て
雨
が
降

っ
て
く
る
。 

  
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 

激
し
い
雨
風
。 

 

 
 

小
さ
な
岩
々
が

雨
に
濡
れ
て
い
る
。 

 
 

上
空

に
ピ
カ
ッ

と
雷
の
光
。 

 
 

直
後
、
轟

く
雷
鳴
の
音
。 

 
 

雷
、
小
岩

に
落

ち
る
。 
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小
岩
、
軽
々
と

破
壊
さ
れ
る
。 

 
 

ま
た

雷
の
光
。 

 
 

雷
、
別
の
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
軽
々
と

破
壊
さ
れ
る
。 

 
 

ま
た

雷
の
光
。 

 
 

雷
、
別
の
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、

も
う
一
回
光
る
。 

 
 

雷
、
同
じ
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
や
は
り
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、

も
う
一
回
光
る
。 

 
 

雷
、
同
じ
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、
間
髪

あ
け
ず
光
る
。 

 
 

雷
、
同
じ
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、
間
髪

あ
け
ず
光
る
。 

 

 
 

雷
、
同
じ
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、
間
髪

あ
け
ず
光
る
。 
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雷
、
同
じ
小
岩

に
落
ち
る
。 

 
 

小
岩
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、
光
を
連
打

す
る
。 

 

 
 

ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
っ
。 

 

や
や
あ
っ
て
、
す
ご
い
音

の
雷
が
小
岩
に
落
ち

て
く
る
。 

小
岩
、
や
っ
と

砕
け
る
。 

雷
、
静
か
に
な
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

 
 

強
風

が
び
ゅ
ー
び
ゅ
ー
吹

き
付
け
る
。 

 

雷

に

砕

か

れ

た

石

々

が

風

に

の

っ

て

地

面

を

転
が
っ
て
い
く
。 

 

 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 

石
た
ち
、

風
に

吹
か
れ
て

崖
の
前
ま
で
転
が
っ

て
く
る
。 

崖
下

に
は
海
が

広
が
っ
て
い
る
。 
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石
た
ち
、

次
々

と
崖
の
縁

に
溜
ま
っ
て
ゆ
く
。 

先
頭

の
石
、
後
続
の
石
た
ち
に

押
し

出
さ
れ
る

形
で

崖
の
縁
か
ら
は
み
出

す
。 

先
頭

の
石
、
崖
下
に
落
ち
そ
う
で
落

ち
な
い
。 

後
続

の
石
、
ど
ん
ど
ん
転

が
っ
て
き
て
、

先
頭

の
石

を
さ
ら
に

前
に
押
し

出
す
。 

が
、

先
頭
の
石
、
落

ち
そ
う
で

落
ち
な
い
。 

や
が
て
後
続
の

石
が
尽
き
る
。 

大
量

の
石
た
ち
、
今
に
も

落
ち
そ
う
な
格
好
で

崖
の

縁
に
溜
ま
っ
て
い
る
。 

と
、

都
合
よ
く

地
震
発
生
。 

大
地

が
揺
れ
、

弾
み
で
石

た
ち
、
一
斉
に
海
へ

と
落

ち
て
ゆ
く
。 

直
後
、
ゲ
ー
セ
ン
の
警
報

ブ
ザ
ー
の
よ
う
な

爆

音
を

響
か
せ
た

突
風
が
海

の
向
こ
う
か
ら

吹
い

て
く
る
。 

崖
か
ら
落
ち
そ
う
だ
っ
た

石
た
ち
、

怒
り
の
突

風
で

押
し
返
さ
れ
る
。 

石
た
ち
、

元
来

た
道
へ
と

転
が
っ
て
ゆ
く
。 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

石
た
ち
、

突
風

に
よ
っ
て

雷
に
砕
か
れ
た

場
所

ま
で

押
し
戻
さ
れ
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

石
た
ち
、
さ
ら
に
転
が
っ
て
ゆ
く
。 

そ
の

先
に
大
地

の
地
割
れ
。 

石
た
ち
、

裂
け

目
に
落
ち
そ
う
に
な
る
。 

が
、

地
割
れ
側

か
ら
も
突
風
が
吹
き
つ
け
る
。 

二
つ
の
突
風
、
拮
抗

す
る
。 

地
割

れ
側
の
突
風
、
石
た
ち
を
少

し
押

し
返
す
。 

が
、
ま
た

押
し

返
さ
れ
る
。 

ま
た

押
し
返
す
。 

 
 

が
、

押
し
返
さ
れ
る
。 

海
側

の
突
風
が

押
し
切
り
、
石
た
ち
、
地
の
底

へ
と

落
ち
て
ゆ
く
。 

が
、
直
後
、
地
の

底
か
ら
上
昇
気
流
が

発
生
し
、

落
ち
た
石
を
巻

き
上
げ
て
ゆ
く
。 
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上
昇
気
流
、
そ
の
ま
ま
突
風
を
突
き

上
げ
、
突

風
と

絡
み
合
い
、
竜
巻
が

爆
誕
す
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
竜
巻
、
崖

に
や
っ
て
く
る
。 

 
 

ラ
イ
バ
ル

の
竜
巻
、
待
ち

構
え
て
い
る
。 

 
 

二
つ
の
竜
巻
、

ぶ
つ
か
り

合
う
。 

 
 

竜
巻
、
独
楽
の
よ
う
に
衝
突
を
繰
り

返
す
。 

 
 

な
か
な
か

決
着

が
つ
か
な
い
。 

 
 

竜
巻
、
互

い
に
距
離

を
取
り
、
助
走
を
つ
け
る
。 

 
 

二
つ
の
竜
巻
、
勢
い
よ
く
ぶ
つ
か
る
。 

 
 

竜
巻
、
合
体
し
て
巨
大
化

す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 

巨
大
化
し
た
竜
巻
、
荒
波

の
海
の
上

を
進
ん
で

い
る
。 

霧
の
か
か
っ
た

正
面
か
ら
、
小
型

の
ザ
コ
竜
巻
、

や
っ
て
く
る
。 
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二
つ
の
竜
巻
、

ぶ
つ
か
り

合
う
。 

竜
巻
、
難

な
く

ザ
コ
竜
巻

を
吸
収
す
る
。 

竜
巻
、
さ
ら
に

少
し
大
き
く
な
る
。 

と
、

空
か
ら
野
球
ボ
ー
ル

大
の
雹
（

ひ
ょ
う
）

が
降

っ
て
く
る
。 

巨
大

な
雹
、
海

へ
ド
ボ
ド
ボ
落
ち
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 

雹
が

降
り
注
ぐ

中
、
竜
巻
、
我

が
物
顔
で
進
ん

で
い
る
。 

竜
巻
、
さ
ら
に

図
体
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。 

や
が
て
正
面
に

陸
が
見
え
て
く
る
。 

強
敵
竜
巻

が
陸

で
待
ち
構

え
て
い
る
。 

二
つ
の
竜
巻
、
同
じ
く
ら
い
の

大
き
さ
。 

竜
巻
、
陸

に
あ
が
る
。 

竜
巻
、
強
敵
竜
巻
と
戦
う
。 

独
楽

の
よ
う
に

何
度
も
ぶ
つ
か
り
合

う
。 

 
 

竜
巻
、
優
勢
。 

 
 

強
敵
竜
巻
、
竜
巻
に
押
さ
れ
気
味
。 
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竜
巻
、
果
敢
に
強
敵
竜
巻

に
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ
く
。 

強
敵
竜
巻
、
そ
の
衝
撃
で

体
内
に
取

り
込
ん
で

い
た

雹
た
ち
を

大
地
に
散

ら
ば
せ
る
。 

竜
巻
、
も
う
一
度
強
敵
竜
巻

に
ア
タ
ッ
ク
す
る
。 

強
敵
竜
巻

の
体
内
か
ら
雹

た
ち
が
飛

び
出
る
。 

強
敵
竜
巻
、
竜
巻
に
恐
れ
を
な
し
、

大
量
の
雹

を
散

ら
ば
ら
し
て
退
散
す
る
。 

竜
巻
、
大
地
に

残
っ
た
雹

を
悠
然
と

吸
い
上
げ

て
ゆ
く
。 

  
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

 
×

 

 
 

 
 

 

雹
が
や
ん
だ
大
地
。 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
雹
が
散
乱
し
て
い
る
。 

 
 

竜
巻
、
雹

を
吸
い
上
げ
て
な
が
ら

進
ん
で
い
る
。 

 
 

竜
巻
、
雹

を
一

つ
吸
い
上

げ
損
ね
る
。 

 
 

竜
巻
、
吸

い
上

げ
て
損
ね
た
雹
に
気

づ
い
た
の 

か
、

踵
を
返
す
。 

竜
巻
、
そ
の
雹

を
き
っ
ち
り
吸
い
上

げ
る
と
、

再
び

前
進
す
る
。 
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 

竜
巻
、
肩

で
風

を
切
っ
て

進
ん
で
い
る
。 

竜
巻
、
落

ち
て
い
る

雹
を
こ
と
ご
と
く
吸
い
上

げ
て
ゆ
く
。 

斜
め

前
方
、
ピ
ン
ポ
ン
玉

サ
イ
ズ
の

雹
が
ぽ
つ

ん
と

一
つ
落
ち
て
い
る
。 

竜
巻
、
そ
れ
も

見
逃
さ
な
い
。 

竜
巻
、
斜

め
前
方
へ
と
進

み
、
そ
の

雹
を
吸
い

上
げ
る
。 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、

目
の
前
に

先
ほ
ど
の

強
敵
竜
巻

が
再

び
姿
を
現

す
。 

竜
巻
、
余
裕
綽
々
で
待
ち

構
え
る
。 

と
、

強
敵
竜
巻

の
背
後
か
ら
超
弩
級

サ
イ
ズ
の

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻

が
姿
を
現

す
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
逃

げ
る

強
敵
竜
巻

を
軽
々
と

吸
収

す
る
。 

竜
巻
、
呆
然
と

立
ち
尽
く
す
。 
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以
下
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

 

竜
巻
、
上
昇
気
流
と
突
風

の
息
子
と
し
て

地
の

底
よ
り
生
を
授

か
る
。 

竜
巻
、
崖

で
ラ
イ
バ
ル
竜
巻
と
戦
っ
て
い
る
。 

成
長

し
た
竜
巻
、
海

を
ゆ
く
。 

竜
巻
、
ザ
コ
竜
巻
を
軽
々

と
吸
収
す
る
。 

さ
ら
に
成
長
し
た
竜
巻
、
強
敵
竜
巻

と
戦
う
。 

強
敵
竜
巻
、
尻
尾
を
巻
い
て
逃
げ
る
。 

竜
巻
、
一

つ
ぽ
つ
ん
と
落

ち
て
い
る

ピ
ン
ポ
ン

玉
サ
イ
ズ

の
雹

を
き
っ
ち
り
吸
い
上

げ
る
。 

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
終

わ
り 

 

竜
巻
、
ラ
ス
ボ
ス
竜
巻
の

前
に
呆
然

と
佇
む
。 

二
つ
の
竜
巻
、
対
峙

す
る
。 

竜
巻
、
思

わ
ず

雹
を
お
漏

ら
し
す
る
。 

ラ
ス
ボ
ス
、
蔑

む
よ
う
に
そ
れ
を
見

る
と
、
ゆ

っ
く
り
踵
を
返

す
。 

竜
巻
、
命
拾
い
す
る
。 
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 

相
変

わ
ら
ず
暗

い
雲
が
空

を
覆
っ
て
い
る
。 

突
如
、
空

が
切

り
開
か
れ
、
雲
の
合
間
か
ら
聖

な
る

光
が
射
し

込
む
。 

聖
な
る
光
は
火
山
の
頂
へ

降
り
注
い
で
い
る
。 

竜
巻
、
光

を
見
上
げ
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

竜
巻
、
導

か
れ
る
よ
う
に

火
山
を

登
っ
て
ゆ
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 

竜
巻
、
光

の
降

り
注
ぐ
火
口
に
た
ど
り
着
く
。 

 
 

火
口

に
は
マ
グ
マ
が
溜
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

竜
巻
、
マ
グ
マ

の
上
で
う
ろ
つ
い
て
い
る
。 

 

以
下
、
画
面
は
俯
瞰
視
点
（
真
上

か
ら
の
視
点
）
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に
な
る 

 

竜
巻
、
火
口
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。 

真
上

か
ら
見
る
と
、

竜
巻

の
頭
で
あ
る
積
乱
雲

の
円
周
と
火
口

の
円
周
が

同
じ
サ
イ
ズ
で
あ
り
、

と
き
ど
き
、
二

つ
の
円
が
ぴ
た
り
と

重
な
る
。 

積
乱
雲
、
円
が

一
つ
に
重

な
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を

見
計

ら
い
、
雷

を
放
つ
。 

雷
の

光
に
包
ま
れ
、

二
つ
の
円
の
輪
郭
が
鮮
明

に
映

し
出
さ
れ
る
。 

二
つ
の
円
、
わ
ず
か
に
ず
れ
て
い
る
。 

雷
、
空
し
く
マ
グ
マ

へ
と

落
ち
る
。 

や
や
あ
っ
て
、

二
つ
の
円
、
ま
た
ぴ
た
り
と

重

な
る
。 

そ
の

瞬
間
、
雷
、
光

る
。 

雷
の

光
に
包
ま
れ
、

二
つ
の
円
の
輪
郭
が
鮮
明 

に
映

し
出
さ
れ
る
。 

二
つ
の
円
、
わ
ず
か
に
ず
れ
て
い
る
。 

雷
、
空
し
く
マ
グ
マ

へ
と

落
ち
る
。 

今
度

は
円
が
重

な
る
少
し

前
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
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雷
、
光
る
。 

雷
の

光
に
包
ま
れ
、

二
つ
の
円
の
輪
郭
が
鮮
明

に
映

し
出
さ
れ
る
。 

二
つ
の
円
、
明

ら
か
に
ず
れ
て
い
る
。 

雷
、
空
し
く
マ
グ
マ

へ
と

落
ち
る
。 

う
ろ
う
ろ
す
る

竜
巻
。 

タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
い
、
雷
、
光

る
。 

雷
の

光
に
包
ま
れ
、

二
つ
の
円
の
輪
郭
が
鮮
明

に
映

し
出
さ
れ
る
。 

二
つ
の
円
、
見
事
に
シ
ン
ク
ロ

し
て
い
る
。 

 

俯
瞰
視
点
、
終

わ
り 

 

雷
、
火
口

へ
と

降
り
注
ぐ
。 

直
後
、
轟
音
と

共
に
火
山

が
噴
火
す
る
。 

火
口

か
ら
吹
き

上
げ
る
巨
大
な
煙
と

火
が
た
ち

ま
ち

竜
巻
を
飲

み
込
む
。 

や
が
て
煙
が
去

り
、
竜
巻

が
姿
を
現

す
。 

竜
巻
、
炎

を
纏

っ
た
火
災
流
（
火
炎
竜
巻
）

へ

と
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

海
が
不
穏

な
静
け
さ
を
放
っ
て
い
る
。 

 
 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
海

を
見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
へ
火
炎
流
、
現

れ
る
。 

 
 

両
者
、
睨

み
合
う
。 

 
 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
火
炎
流
に

襲
い
か
か
る
。 

火
炎
流
、
大
き
さ
で
は
ラ
ス
ボ
ス
竜
巻
に

敵
わ
ず
、

押
さ
れ
て
し
ま
う
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
さ
ら
に

ア
タ
ッ
ク
。 

火
炎
流
、
押
さ
れ
る
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
と
ど
め
と
ば
か
り
に
助

走
を
つ
け
、
火
炎
流

に
ア
タ
ッ
ク
。 

火
炎
流
、
吹
っ
飛
ば
さ
れ
た
か
と
思
い
き

や
、
ラ
ス
ボ
ス

竜
巻

の
体
に
蛇

の
よ
う
絡

み
つ
い
て
い
る
。 

火
炎
流
、
力
を
込
め
て
締
め
付

け
る
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
暴

れ
回
る
。 

火
炎
流
、
絡
み
つ
い
て
離
さ
な
い
。 
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ラ
ス
ボ
ス

竜
巻

の
図
体
、
徐
々

に
小

さ
く
な
っ

て
ゆ
く
。 

 

以
下
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

 
ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
上
昇
気
流
と
突
風

の
息
子
と

し
て

崖
の
下
よ
り
生
を
授

か
る
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
進

ん
で
い
る
と
、

目
の
前
に

巨
大

な
穴
。 

穴
に
は
大
量
の

雹
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
ボ
ー
ナ
ス
ス
テ
ー
ジ
で
有
ら

ん
限

り
の
雹
を

吸
い
上
げ
、
一
気
に

巨
大
化
す

る
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
逃

げ
る

強
敵
竜
巻

を
軽
々
と

吸
収

す
る
。 

目
の

前
に
は
お

漏
ら
し
を
す
る

竜
巻
。 

ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
蔑

む
よ
う
に
そ
れ
を
見
て
、

踵
を

返
す
。 

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 
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ラ
ス
ボ
ス

竜
巻
、
火
炎
流

に
締
め
付

け
ら
れ
、

消
失

す
る
。 

残
っ
た
積
乱
雲

か
ら
膨
大

な
雹
が
降

り
注
ぎ
、

や
が
て
積
乱
雲

も
消
え
る
。 

火
炎
流
、

そ
の

雹
を
き
っ
ち
り

吸
い

上
げ
、
超

弩
級
化
す
る
。 

と
、

海
か
ら
轟
音
。 

巨
大

な
津
波
が

火
炎
流
を

襲
う
。 

火
炎
流
、
恐
れ
る
こ
と
な
く
津
波
に

向
か
っ
て

ゆ
く
。 

火
炎
流
と
津
波

が
衝
突
し
、
津
波
、
真
っ
二
つ

に
裂

け
る
。 

火
炎
流
、
割
れ
た
海
を
進

ん
で
ゆ
く
。 

目
の

前
に
氷
山

が
現
れ
る
。 

火
炎
流
、
頭
上

の
積
乱
雲

か
ら
雷
を

落
と
す
。 

氷
山
、
雷

で
破
壊
さ
れ
る
。 

ま
た

目
の
前
に

氷
山
。 

火
炎
流
、
雷
で

氷
山
を
破
壊
。 

ま
た

目
の
前
に

氷
山
。 
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雷
、
発
射
。 

 
 

氷
山
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

雷
、
発
射
。 

 
 

氷
山
、
び
く
と
も
し
な
い
。 

 
 

氷
山

と
の
距
離

が
迫
っ
て
く
る
。 

 
 

雷
、
連
射
。 

ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か

ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か

ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
ぴ
か
っ
。 

や
や
あ
っ
て
、
す
ご
い
音

の
雷
。 

氷
山
、
や
っ
と

割
れ
る
。 

割
れ
た
氷
山
か
ら
細
長
い

石
柱
が
出

て
く
る
。 

モ
ノ
リ
ス

で
あ
る
。 

火
炎
流
、

モ
ノ
リ
ス

を
吸

い
込
む
。 

直
後
、
火
炎
流
、
オ
ー
ロ
ラ
色
に
変
化
す
る
。 

 

頭
上

の
積
乱
雲

に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く

星
が
搭
載

さ
れ
る
。 

オ
ー
ロ
ラ

竜
巻
、
星

を
発
射
。 

星
、
爆
発

し
、

海
全
体
を

爆
ぜ
る
。 

爆
風

は
オ
ー
ロ
ラ
竜
巻
を
も
巻
き
込

む
。 
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や
が
て
爆
風
が

収
ま
る
。 

 
 

オ
ー
ロ
ラ

竜
巻
、
無
傷
。 

 
 

オ
ー
ロ
ラ

竜
巻
、
次
々
と

星
を
発
射

す
る
。 

 
 

星
々
、
海

と
大
地
を
破
壊

し
て
い
く
。 

 
 

や
が
て
オ
ー
ロ
ラ
竜
巻
、
点
滅

し
出

だ
す
。 

 
 

オ
ー
ロ
ラ

竜
巻
、
気

に
せ
ず
星
を
発
射

す
る
。 

直
後
、
オ
ー
ロ
ラ
竜
巻
の

点
滅
が
や
み
、

元
の

火
炎
流
に
戻
る
。 

火
炎
流
、
爆
風

に
飲
み
込

ま
れ
る
。 

暗
闇

が
訪
れ
る
。 

 

○
タ
イ
ト
ル 

 

（
お
わ
り
） 
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